










































































た。                      高齢者福祉施設,精神障害者社会復帰施設,健
康福祉センター,市役所などにポスター,案内
Ⅲ.今回の研修概要       用紙,および申し込み用紙を郵送し,研修会の
広報を行った。
高齢者や障害者が尊厳を持って人間らしく生   研修概要について,表1に示す。
きられるためには,「口から美味しく食べ」「自
分の力で出す」ことが重要視されなければなら       Ⅳ.結      果
ないと考える。これまで「食をもっと美味しく・
楽しく。安全に」をキーワードに,障害者や高   参加申し込み107名に対し,105名の参加があ
齢者の方々の食に関するケアを考えてきたが,  り,そのうち32名は午前参加のみであった。参
同時に尊厳ある排泄ケアも考えていく必要があ  加者の構成を図1に示す。調理師が最も多く33




研修名    豊かに生きる～食べること・出すこと・…自分らしく～
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The Promoting Activity:C創℃ of ExcFetiOn
祠 Eating with The Dignity:A Report
m ttEEne ⅥbttЮntt Fund Aid Business
Teruko lsHlBASHI,Miyuki KAIITANI,ICh掩?監TttMOTO,Ketti盟4朗I,
Momoko IIsuKA, SatOko AIKA and  Maki KAplhO
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